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資料デジタル化の目的

資料保存の観点
・劣化破損等からの原本保護

電子図書館サービスの観点
・検索の利便性が向上
・障害者を含むあらゆる人々の利用可能性が向上

「資料デジタル化基本計画2016-2020」より
＜http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/digitization/digitization_plan2016.pdf＞
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著作権法第31条第2項(抜粋)

「国立国会図書館においては、図書館資料の
原本を公衆の利用に供することによるその滅失、
損傷又は汚損を避けるため、当該原本に代え
て公衆の利用に供するための電磁的記録（中
略）を作成する場合には、必要と認められる限
度において、当該図書館資料に係る著作物を
記録媒体に記録することができる。」
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国立国会図書館における資料保存の在り方
＜http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/preservation/collectioncare/scheme.html＞

4（２）媒体変換
①原資料の保存を図るために、媒体変換により作製
した資料を利用に供する。
②媒体変換に際しては、原資料の取扱いに留意する。
変換後の原資料についても、利用制限、保存容器の
活用等適切な対策を行う。
③バックアップとして、デジタル化済みのマイクロ化資料
の保存対策に留意する。

平成15年2月27日策定
平成25年2月22日改定
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原資料 マイクロ デジタル

原資料 デジタル
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デジタル化における
資料保存課の役割

・外注仕様書の確認
・資料の状態確認
・外注業者の作業場所の確認
・資料所管課の相談窓口
・資料の手当て
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保管環境について
・作業場所から物理的に遮断された、温湿度を制御でき
る耐火構造を備えた保管庫内で原資料を保管すること。

・耐火保管庫内の温湿度は温度22℃、湿度55%を目
安とし、特に湿度60%を超えないように注意すること。作
業場所の温湿度は、耐火保管庫内の温湿度との差が
小さくなるように配慮すること。また、耐火保管庫と作業
場所の湿度差が10％を超えないようにし、それぞれ清浄
な環境を維持すること。

・原資料の破損・汚損・劣化を防止するため、温湿度管
理及び機器の位置等に十分配慮すること。
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資料の状態確認

＜主な確認内容＞

・破損しているか
・資料の状態（脆弱かどうか）
・ノド元の可読性
・折込や付属資料の有無
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請求記号 磁自由 汚4員 資料の状態 大きさ PEカバー ブッヲカバー 背の情報 金箔 7ンカ‘ノト ヲイトJfッヲ 見聞き性 ノド可読性 微細な情報 折込資斜 付属資料 特忽事項

ロえよし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロむし 日本し ロなし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロ与し

ロ補修不要 ロ手当不要 口脆弱 口大型 口あり ロあり 口あり ロ背 臼あり ロその他 ロ不可 口裏解体 ロあり 口あり ロあり

ロ要繍修 ロ要手当て ロ（裏〕表紙

口なし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし ロなし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロなし

口繍惨不要 ロ手当不要 ロ脆弱 ロ文型 ロあり ロあリ ロあり ロ背 ロあり ロその他 ロ不可 口裏解体 ロあり ロあり ロあり

ロ要繍修 ロ要手当て 口（裏〕表綜

ロなし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし ロなし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロなし

ロ補修不要 ロ手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあゆ ロあり ロ背 ロあり ロその他 ロ不可 口裏解体 口あり ロあり ロあり

口裏繍修 口裏手当て 臼（裏；表紙

ロなし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし 口なし 口なし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 口なし ロなし ロなし

ロ補修不要 ロ手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあリ ロあり ロ背 ロあり ロその他 ロ不可 口裏解体 ロあり ロあり ロあり

口婆繍修 ロ婆手当て ロ（！｛；表紙

ロなし ロなし ロ可 口A4以内 ロなし ロなし ロなし 口なし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロなし

ロ補修不要 ロ手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあり ロあり ロ背 ロあり ロその他 ロ不可 ロ要解体 ロあり ロあり ロあり

口裏繍修 口裏手当て 口（裏；表紙

口なし 口なし ロ可 ロA4以内 口なし 臼なし ロなし 口なし 口なし 口敏当 ロ可 ロ解体不要 ロなし 口なし ロなし

ロ補修不要 ロ手当不要 ロI色弱 口大型 ロあり ロあり ロあり ロ背 ロあり ロその他 ロ不可 口裏解体 ロあり ロあり ロあり

ロ要繍修 ロ要手当て ロ（裏；表紙

口なし ロなし 口可 ロA4以内 ロなし ロなし 口なし ロなし 口なし ロ該当 ロ可 口解体不婆 ロなし 口紅し ロなし

ロ補修不要 ロ手当不要 口脆弱 口大型 ロあり ロあゆ 口あり 口背 口あり ロその他 ロ不可 ロ要解体 口あり ロあり ロあり

ロ要補修 ロ要手当て ロ（裏）表紙

ロなし ロなし 口可 ロA4以内 ロなし ロなし 口なし 口なし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 口なし 口紅し ロなし

口4自惨不要 口手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあゆ ロあり 口背 口あり ロその他 ロ不可 口裏解体 口あり 口あり ロあり

ロ要繍修 ロ要手当て ロ（！｛；表紙

ロなし 口なし ロ可 ロA4以内 口なし ロなし 日本し 口なし 口なし ロ該当 ロ可 口解体不要 口なし ロなし ロなし

ロ舗惨不要 ロ手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあゆ ロあり ロ背 ロあり ロその他 ロ不可 ロ要解体 ロあり ロあり ロあり

口要揃修 口裏手当て ロ（裏：表紙

ロなし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし ロなし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロなし

ロ繍惨不要 口手当不要 口脆弱 口大型 口あり 口あザ 口あり 口背 ロあり 口その他 ロ不可 口要解体 口あり 口あり ロあり

口萎繍修 ロ婆手当て ロ（裏；表総

ロなし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし ロなし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロなし

口補修不要 口手当不要 口脆弱 口大型 口あり 口あゆ 口あり 口背 口あり ロその他 ロ不可 口裏解体 口あり 口あり ロあり

口裏繍修 ロ要手当て ロ（裏〕表紙

ロなし ロなし ロ司 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし ロなし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロなし

ロ繍惨不要 ロ手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあゆ ロあり ロ背 ロあり ロその他 ロ不可 口裏解体 口あり ロあり ロあり

口事補修 口裏手当て ロ（裏；表紙

口なし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし ロなし 口なし 口該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし 口伝し ロなし

ロ補修不要 ロ手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあゆ ロあり ロ背 ロあり 口その他 ロ不可 口裏解体 ロあり ロあり ロあり

口裏繍修 口裏手当て ロ（裏；表紙

ロなし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし ロなし 口なし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロなし

ロ繍惨不要 ロ手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあり ロあり 口北F司 ロあり ロその他 ロ不可 ロ要解体 ロあり ロあり ロあり

口裏繍修 口裏手当て ロ（裏：表紙

口なし ロなし ロ可 ロA4以内 ロなし ロなし ロなし 口なし ロなし ロ該当 ロ可 ロ解体不要 ロなし ロなし ロなし

ロ補修不要 ロ手当不要 ロ脆弱 口大型 ロあり ロあゆ ロあり ロ背 ロあり ロその他 ロ不可 口裏解体 ロあり ロあり ロあり

口裏繍修 口裏手当て ロ（慕：表紙



請求記号 破損 汚損 資料の状態 大きさ PEカバー ブックカバー

□なし □なし □可 □A4以内 □なし □なし

□補修不要 □手当不要 □脆弱 □大型 □あり □あり

□要補修 □要手当て

背の情報 金箔 アンカット タイトバック 見開き性 ノド可読性

□なし □なし □なし □該当 □可 □解体不要

□あり □背 □あり □その他 □不可 □要解体

□（裏）表紙

微細な情報 折込資料 付属資料 特記事項

□なし □なし □なし

□あり □あり □あり
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解体の判断基準
原資料のノド元の可読性によって要否を判断する。

（解体を不要とする例）
・文字が多少ゆがんでいるが可読である。
・ページをまたがる絵のノド元が欠けている。

（解体を必要とする例）
・画像をA3サイズの普通紙で印刷した場合に字形の
判別ができない。
・文字のゆがみとノド元に落ち込みによるピンボケのため、
文字が可読でない。
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ノド元部分の文字が判読不能

13



折り畳みの表が綴じ込まれている
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開いた状態の表（一部）
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ノド元の文字が判読不能①
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解体後の画像
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ノド元の文字が判読不能②
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解体後の画像
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補修紙によって文字が不鮮明

20



和紙を剥がした後の画像
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貼りつき部分の修復
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修復後の画像
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折皺を伸ばす
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ご清聴ありがとうございました。
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